
★ウクライナへの募金活動★

　日本より寒さの厳しいウクライナで、 

　インフラ攻撃の影響などから電気が

　短時間しか使えず困っていること」

　を街ゆく人々に訴え、支援を募りま

　した！

2/8-2/9の報告
校内:216,182円 
街頭:135,428円 
合計:351,610円

　★現地のウクライナの学生との

　　　　　　　オンライン交流会★

　回ごとに設定したテーマに沿って、

　プレゼンテーション発表や意⾒交換を

　しています。同年代の彼らの話から、

　ウクライナの現地の状況について知る

　ことが出来るのがありがたいです！

目的：支援活動を⾏ううえで、ウクライナ

　  の文化や歴史を学ぶことは欠かせま

　  せん。互いの文化を学び、支え合い

　  ながら共に成長することを⽬指して

　  継続しています。

★両国の文化を融合させたぬり絵★

経緯：ウクライナの学生からの提案で、  

　  現地の子どもたちのためにぬり絵

　  のデザインを複数作成しました。

　  ⽇本とウクライナの文化をうまく

　  融合させました！

※もとは手書きのデザインをデジタル化したもの

★オンライン講演会の実施★
　ウクライナの戦争に関する情報の拡散、疑問の共有・解決を目的として、インターアクト部の

　有志が集い、ウクライナ紛争の原因について考え、私たちの⾒解をプレゼンにまとめて発表し

　ました！さまざまなことが複雑にからみ合っており、これは⼀筋縄ではいかないと感じました。

💡考えたこと：

　・国際社会で中立的な立場を保つことの難しさ、危うさ

　 （安全保障をめぐる同盟のあり方などをよく検討するべき）

　・一度の失策が取返しのつかない事態へと発展する危険性

　 （政策決定は及ぼす影響を幅広く検討し、慎重に⾏うべき）

　・考えの異なる人の考えも理解し、尊重することの大切さ

　 （対立、分断は悲劇を招く。粘り強く対話を⾏うべき）

本校のインターアクト部は日本第１号として発足し、現在100人以上の
部員がさまざまな活動に取り組んでいます。2018年に国際ロータリー
『2017-18年度 会長賞』を受賞。近年は、オンライン難民映画祭や、
被災地支援、トルコの震災支援、障がい者支援活動などに取り組んで
きました。日本国内だけでなく世界にも目を向け、高校生ならではの
活動に取り組んでいきます！

私たちはこれまで、ウクライナの現地状況について「知る」こと
や、募金活動などを通じた支援をおこなってきました。しかし、
活動を進める中で、私たち自身が「なぜロシアがウクライナに　
全面侵攻したのか」という背景を十分に理解できていないこと　
に気づきました。
そこで私たちは、「問題の経緯や双方の主張を踏まえ、客観　
的・中立的な視点から本質を捉えることが必要ではないか」　　　
という問題意識のもと行動しています。
また、多くの人々にウクライナの現状を伝えることで、
未来の日本や平和のあり方について一人ひとりが考える
きっかけを作りたいと考えています。なぜなら、私たち
の何気ない選択が、未来を形作っていくからです。

知る

★継続的な開催に向けて★

　この活動の定期開催に向けて、私たちは

　以下のことに取り組んでいきます！

参加者アンケートの実施

　  ➡意⾒や要望を取り入れていきます。

最新の情勢や復興への動きをリポート

　  ➡現地とのつながりをフル活⽤し、

　   情報の橋渡し役を担います。

宣伝、広報の仕方をアップデート

　  ➡SNS等を活⽤し支援の輪を広げます。

★今後の展望★

①昨年に続き、7月にウクライナのチェルカースィから学⽣が2名来校する予定です！
　 （またかけがえのない⽇本体験を提供するとともに、より踏み込んだ話ができるよう

　　  皆で勉強しておきます。勉強したことはオンライン講演会で共有していきます！）
➁第2回、第3回…とオンライン講演会を重ねていきます！
　　（初回はあまり人数が集まりませんでしたが、ゼロではなかっただけで嬉しかったです。

　　  次回のテーマは「ウクライナの人々の現状」で検討しています。私たちは厳しい状況
　　  下でも互いに支え合い、希望を絶やさない彼らの姿を皆さんに伝えたいです。）
　      ③ウクライナの文化を体験してもらう企画を計画中です！

　        （例えばボルシチのレシピや作り方のコツなどを聞き、皆さんにご紹介

　　　　　　　　　  することで身近に感じてほしいです。）　    

活動内容

支援
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「ウクライナ紛争を自分事に」　　 　　　　　
～伝えよう、今の世界で起きていること～

ウクライナでの紛争が始まって以来、数々の支援活動をおこなっ
てきました。昨年の地雷除去犬に関する絵本を現地の児童に贈る
ための募金活動や、月に一度の現地高校生とのオンライン交流な
どを継続しながら、これからは今まで学んできたことを多くの人
たちへ「伝える」という活動に取り組んでいきます。

活動概要

――伝える—— ――知る―― ――届ける——
　★文化祭でのウクライナの方々
　　　の作品の展示と活動の紹介★
内容：以前に絵本を贈った際に、お礼として
　　　送ってくれた手作りのご当地品の数々
　　　を例年展示しています。生徒や先生、
　　　保護者のみなさんに、作品の紹介や
　　　活動紹介ができる場でもあります。

　　　　　　　　　　 ウクライナ人の同級生
　　　　　　　　　　 や職員もいるので、私
　　　　　　　　　　 たちもクイズで一緒に
　　　　　　　　　　 勉強できる貴重な機会
　　　　　　　　　　でもあります！

伝える

届ける

プロフィール

活動目的

…応援お願いします！！


